
研
究
ノ
ー
ト

院
政
期
に
お
け
る
語
録
作
成
と
絶
学
意
識

森

新

之

介

問
題
の
所
在

院
政
期
に
お
い
て
貴
族
や
仏
僧
の
語
録
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
そ

れ
以
前
の
学
問
史
で
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
現
象
で
あ
る
。
語
録
と
い
う
媒
体
の

成
立
は
、
当
時
学
問
へ
の
意
識
に
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
よ

う
。
し
か
し
事
例
が
数
少
な
く
、
箇
々
の
語
録
に
つ
い
て
文
学
や
仏
教
学
で
の
み
研

究
さ
れ
て
き
た
た
め
、
院
政
期
に
お
け
る
語
録
の
作
成
全
体
を
学
問
現
象
と
し
て
考

察
し
た
研
究
は
未
だ
見
ら
れ
な
い
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
語
録
は
日
本
よ
り
も
ま
ず
漢
家
で
成
立
し
た
。
日
本
で
の
語

録
作
成
は
漢
家
で
の
そ
れ
と
相
違
も
あ
る
が
、
両
者
の
背
景
に
は
類
似
の
学
問
意
識

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
第
一
項
で
宋
代
道
学
者
の
語

録
が
作
ら
れ
た
理
由
と
、
そ
の
特
異
な
学
問
意
識
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
二
項
で

は
、
そ
れ
以
前
の
摂
関
期
と
も
対
照
さ
せ
つ
つ
、
院
政
期
貴
族
の
語
録
作
成
や
学
問

意
識
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
第
三
項
で
、
院
政
期
の
法
然
房
源
空
が

院
政
期
仏
教
史
に
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
そ
の
学
問
意
識
と
語
録
作
成
に

関
連
付
け
て
考
察
す
る
。

こ
の
よ
う
に
本
稿
は
、
宋
代
漢
家
と
比
較
し
つ
つ
語
録
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
す

る
こ
と
で
、
院
政
期
日
本
の
学
問
史
に
新
た
な
解
釈
を
見
出
そ
う
と
す
る
、
一
つ
の

試
み
で
あ
る
。

第
一
項

宋
代
の
道
学
者

宋
代
漢
家
で
は
、
道
学
者
の
語
録
が
数
多
く
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
最
大
の
も
の
は
、

南
宋
朱
熹

の
二
録
四
類
を
黎

（
建
炎
四
年
［
一
一
三
〇
］
～
慶
元
六
年
［
一
二
〇
〇

）］

（
咸
淳
六
年
［
一
二
七
〇
］
成
立
）

靖
徳
が
校
合
し
た
『
朱
子
語
類
大
全
』
百
四
十
巻

で
あ
る
。

こ
の
『
朱
子
語
類
大
全
』
は
「
大
全
」
と
称
す
る
だ
け
あ
っ
て
、
朱
熹
の
語
を
片

言
隻
語
に
至
る
ま
で
網
羅
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
一
の
語
や
さ
ほ
ど
重
要
と
思
わ
れ
な

い
語
ま
で
、
煩
を
厭
わ
ず
に
枚
挙
し
遺
漏
な
き
を
期
す
る
編
纂
姿
勢
は

『
朱
子
語

、

類
大
全
』
だ
け
で
な
く
他
の
語
録
語
類
の
多
く
に
も
共
通
し
て
い
た
。

で
は
何
故
宋
代
の
道
学
者
た
ち
は
、
先
師
の
語
録
作
成
に
斯
く
も
心
血
を
注
い
だ

の
で
あ
ろ
う
か
。
土
田
健
次
郎
は
、
道
学
者
に
よ
り
白
話
語
録
が
多
く
作
ら
れ
た
理

由
に
つ
い
て

「
お
そ
ら
く
口
語
の
方
が
文
意
が
一
義
的
に
理
解
で
き
る
う
え
に
、

、
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細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
え
ら
れ
、
精
密
な
哲
学
議
論
に
む
い
て
い
た
。
ま
た
口
語

は
語
間
の
雰
囲
気
も
表
現
し
や
す
く
、
最
終
的
に
は
言
語
で
表
現
し
き
れ
ぬ
境
地
を

問
題
に
す
る
道
学
に
と
っ
て
は
こ
の
機
能
も
有
効
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」

と
述

(
)1

べ
て
い
る
。
し
か
し
、
道
学
以
前
に
も
語
録
は
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
道
学
で
も
程

顥
程
頤
の
二
程
兄
弟
の
白
話
を
文
語
に
改
め
た
胡
寅
編
『
河
南
程
氏
粋
言
』
が
成
立

し
た
。
そ
の
た
め
、
作
ら
れ
た
語
録
の
多
く
が
白
話
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、

文
語
に
せ
よ
白
話
に
せ
よ
、
多
く
の
語
録
が
作
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
も
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

道
学
者
の
語
録
語
類
が
多
く
作
ら
れ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
筆
者
は
そ
の
絶
学

意
識
に
着
目
し
た
い
。
范
仲
淹
や
胡
瑗
な
ど
、
北
宋
以
来
の
士
大
夫
た
ち
に
復
古
の

意
識
が
強
い
こ
と
は
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
土
田
も
言
う
如
く
「
復
古

自
体
は
儒
家
の
御
家
芸
と
言
え
る
も
の
で
さ
し
て
目
新
し
い
主
張
で
は
な
い
」

。

(
)2

だ
が
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
復
る
べ
き
古
の
教
学
は
す
で
に
絶
え
て
し
ま
っ
た

も
の
の
、
古
の
経
書
を
読
む
こ
と
で
そ
れ
を
継
ぎ
得
る
、
と
い
う
絶
学
継
承
の
意
識

で
あ
る
。

張
載
が
「
為

去
聖

継

絶
学

と
語
っ
た
こ
と
は
著

二

一

二

一

」（

張
子
語
録
』
語
録
中
）

『

、

、
、

名
で
あ
る
。
そ
し
て
程
頤
は
亡
き
兄
の
程
顥
に
つ
い
て
「
先
生
生

乎
千
四
百
年
之

二

（

河
南
程
氏
文

後

、
得

不
伝
之
学
於
遺
経

、
志

将

以

斯
道

覚

斯
民

一

二

一

レ

下

二

一

中

上

」
『

、

、
、
、
、
、
、
、

と
記
し
、
ま
た
自
ら
「
予
生

千
・
載
之
後

、

集
』
巻
第
十
一
「
明
道
先
生
墓
表

）」

二

一

余
イ

悼

斯
文
之
湮
晦

、
将

俾

後
人
沿

流
而
求

源

と

二

一

レ

二

レ

一レ

」（

周
易
程
氏
伝
』
易
伝
序
）

『

、

、
、
、
、
、

泝
イ

も
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
宋
代
の
道
学
者
た
ち
に
は
千
載
不
伝
の
絶
学
を
継
ぐ
と

い
う
意
識
が
強
い
。
経
書
は
常
に
正
し
く
人
は
常
に
道
心
を
有
し
て
い
る
と
す
る
道

学
で
は
、
た
と
え
千
年
の
後
で
あ
ろ
う
と
も
、
経
書
を
読
む
こ
と
で
義
理
を
窮
め
、

す
で
に
絶
え
た
聖
人
の
学
を
継
ぐ
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
た
。

兄
の
程
顥
は
不
伝
の
学
を
経
書
か
ら
得
た
と
称
さ
れ
な
が
ら
も
、
経
書
の
註
釈
は

殆
ん
ど
作
ら
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
程
顥
は
、
自
分
が
そ
う
し
た
よ
う
に
後
学
も
ま
た

経
書
を
読
ん
で
義
理
を
窮
め
れ
ば
よ
く
、
註
釈
は
さ
ほ
ど
必
要
で
な
い
と
考
え
た
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
弟
の
程
頤
に
は
『
周
易
程
氏
伝
』
や
『
春
秋
伝
』
な
ど
が
あ
り
、

五
経
解
』
作
成
の
構
想
も
あ
っ
た

。

『

（

河
南
程
氏
遺
書
』
巻
第
十
八
第
二
百
卅
一
条

『

）

右
に
引
い
た
「
易
伝
序
」
に
も
見
え
る
如
く
、
経
書
を
如
何
に
解
す
べ
き
か
を
註
釈

に
よ
っ
て
示
し
、
湮
晦
せ
ん
と
す
る
斯
文
の
本
源
に
後
人
を
導
こ
う
と
し
て
い
た
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
千
載
不
伝
の
学
が
再
絶
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
危
機
意
識
が
、

程
頤
に
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

斯
く
し
て
二
程
に
よ
り
千
載
不
伝
の
学
は
示
さ
れ
た
が
、
後
学
は
生
前
の
講
義
や

遺
さ
れ
た
著
作
だ
け
で
は
二
程
の
継
い
だ
聖
学
を
会
得
で
き
ず
、
各
人
が
そ
の
語
録

を
作
成
し
て
い
っ
た
。
朱
熹
は
乾
道
四
年

、
そ
れ
ら
諸
種
の
二
程
語
録

（
一
一
六
八
）

を
集
成
し
『
河
南
程
氏
遺
書
』
廿
五
巻
を
作
っ
た
理
由
に
つ
い
て

「
後
序
」
で
斯

、

く
記
し
て
い
る
。

。

始
諸
公
各
自
為

書
、
先
生
没
而
其
伝
寖
広
。
然
散
出
並
行
、
無

所

統
一

レ

レ

二

一

伝
者
頗
以

己
意

私
窃
竄
易
、
歴

時
既
久
殆
無

全
篇

。

二

一

レ

二

一

諸
公
に
よ
っ
て
語
録
が
作
ら
れ
広
く
伝
わ
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
雑
然
と
し
て

統
一
が
な
い
ば
か
り
か
、
私
意
に
よ
っ
て
改
竄
さ
れ
殆
ん
ど
全
篇
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
、
と
い
う

。
こ
の
よ
う
に
、
絶
学
は
経
書
を
読
む
こ
と
で
継
ぎ
得
る
と
い
う

(
)3

意
識
が
兄
の
程
顥
を
寡
作
に
し
、
継
ぎ
得
た
絶
学
が
絶
え
易
か
っ
た
こ
と
で
、
弟
の

程
頤
や
弟
子
た
ち
は
註
釈
や
語
録
の
作
成
に
努
め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
『
河
南
程
氏
遺
書
』
や
『
河
南
程
氏
外
書
』
十
二
巻
を
編
纂
し
た
朱
熹
は
、

』、

、

『四
書
集
注
章
句
』
や
『
周
易
本
義

『
詩
集
伝
』
な
ど
経
書
の
註
釈
を
多
く
作
り

二
程
よ
り
も
詳
細
明
瞭
に
聖
学
を
説
き
示
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
す
で
に
述
べ

た
如
く
後
学
に
よ
り
厖
大
な
朱
熹
語
録
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
咸
淳
元
年

に
『
朱
子
語
類

（
蜀
本
）
百
四
十
巻
を
編
ん
だ
黄
士
毅
は
、
そ
の

（
一
二
六
五
）

』

後
序

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「

」（

朱
子
語
類
大
全
』
所
収
）

『

二

一

二

一

二

嘗
謂
、
孔
孟
之
道
至

周
程

而
復
明
、
至

朱
子

而
大
明
。
自
今
以
後
、
雖
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一レ

レ

二

一

二

一

レ

レ

レ

斯
道
未

能

盛

行
於
世

、
而
誦

遺
書

私
淑
艾
者
、
必
不

乏

人
、
不

、

、
、

、
、
、
、

、

至

於
千
五
百
年
之
久
絶
而
不

続
。
反

復
斯
編

、
抑
自
信
云
。

二

一レ

二

一

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

周
程
に
至
っ
て
再
び
明
ら
か
に
な
り
、
朱
子
に
至
っ
て
大
い
に
明
ら
か
に
な
っ
た
孔

孟
の
道
は
、
た
と
え
世
に
盛
行
し
な
く
と
も
、
そ
の
著
書
や
語
録
を
読
む
人
が
い
れ

ば
再
び
千
五
百
年
も
絶
え
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
。
こ
れ

は
す
な
わ
ち
、
聖
人
の
経
書
だ
け
で
な
く
程
朱
の
遺
書
も
読
ま
れ
な
け
れ
ば
聖
学
の

存
続
を
期
し
難
い
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
経
書
を
読
め
ば
す
で
に
絶
え
た
学
問
を
継
ぎ
得
る
と
い
う
読
書
へ

の
信
頼
は
、
た
と
え
経
書
が
存
し
読
ま
れ
て
い
て
も
聖
学
は
絶
え
得
る
と
い
う
読
書

へ
の
不
信
と
表
裏
し
た
。
二
程
や
朱
熹
は
孔
孟
の
没
後
千
余
年
で
は
じ
め
て
不
伝
の

学
を
得
た
た
め
、
そ
の
思
想
を
正
し
く
継
承
し
な
け
れ
ば
、
程
朱
没
後
に
聖
人
の
学

は
ま
た
千
年
以
上
も
明
ら
か
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
著

作
だ
け
で
は
そ
の
思
想
を
正
し
く
後
世
へ
伝
え
難
い
。
語
録
語
類
が
作
成
さ
れ
た
背

景
に
は
、
斯
か
る
絶
学
危
惧
の
意
識
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
項

院
政
期
の
貴
族
と
慈
円

前
項
で
見
た
宋
代
道
学
者
の
よ
う
な
絶
学
意
識
は
、
院
政
期
の
貴
族
に
は
見
出
し

難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

下

二

嘗
て
摂
関
期
の
大
江
匡
衡
は
長
徳
二
年

四
月
二
日
付
「
請

特
蒙

（
９
９
６
）

天
恩

因

准
先
例

兼

任
備
中
介
闕

状

で
「
三
史
『
文

一

二

一

中

上

」（

本
朝
文
粋
』
巻
第
六
）

『

選

、
師
説
漸
絶
、
詞
華
翰
藻
、
人
以
不

重
」
と
述
べ
、
院
政
期
の
曾
孫
匡
房
も

』

レ

、
、
、
、

（
類
聚
本
系
『
江
談
抄
』
巻
第
六
第
五
十
三
条
「
三
史
『
文
選
』

こ
れ
を
引
用
し
て
い
る

。
ま
た
匡
房
は
、

師
説
漸
絶
事
」）

ニ
テ

家
々
文
書
、
道
之
秘
事
、
皆
以
欲

煙
滅

也
。
就
中
史
書
全
経
秘
説
徒

二

一

、
、
、
、

、
、
、

、
、

、

、
、
、

之
イ

欲

滅
也
。
無

委
授
之
人

、
貴
下

少
々
欲

語
申

。
如
何
。

レ

二

一

二

一

ニ

、

、
、

江
談
抄
』
巻
第
五
第
七
十
三
条
「
都
督
自
讃
事

）

（『

」

と
し
て
、
筆
録
者
の
藤
原
実
兼
に
『
史
記

『
後
漢
書
』
の
爛
脱
に
つ
い
て
伝
授
し

』

た
。
こ
の
よ
う
に
、
学
説
が
絶
え
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
意
識
は
儒
者
に
あ
っ
た

ら
し
い
が
、
そ
の
「
師
説

「
秘
事
」
と
は
典
拠
や
爛
脱
な
ど
訓
詁
記
誦
の
説
で
し

」

か
な
か
っ
た
。

し
か
も
匡
衡
が
右
の
申
状
で
「
師
説
漸
絶
」
に
言
及
し
た
の
は
、
文
道
興
隆
の
た

め
自
分
の
よ
う
な
儒
者
を
受
領
に
任
ず
べ
き
だ
、
と
い
う
請
願
を
補
強
す
る
た
め
で

あ
っ
た
。
ま
た
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
匡
房
が
実
兼
に
語
っ
た

(
)4

史
記

『
後
漢
書
』
の
爛
脱
を
寛
治
八
年

、
藤
原
通
俊
は
中
御
門
宗
忠

『

』

（
一
〇
九
四)

に
容
易
に
教
示
し
て
お
り

、
当
時
さ
ほ
ど
重
大
な

（
宗
忠
『
中
右
記
』
九
月
六
日
条
）

秘
説
で
な
か
っ
た
ら
し
い
。
恐
ら
く
匡
房
は
、
披
露
し
よ
う
の
な
い
こ
と
を
物
語
り

す
る
名
目
と
し
て
秘
事
湮
滅
を
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う

。

(
)5

そ
も
そ
も
、
本
心
か
ら
師
説
秘
事
を
絶
や
し
た
く
な
け
れ
ば
、
自
ら
著
述
す
る
な

り
筆
録
を
命
じ
る
な
り
し
て
世
間
に
流
布
さ
せ
れ
ば
よ
く
、
そ
う
し
な
か
っ
た
匡
衡二

や
匡
房
に
切
実
な
危
機
意
識
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
た
だ
し
、
匡
房
の
「
無

委
授
之
人

、
貴
下

少
々
欲

語
申

」
と
い
う
言
に
、
筆
録
者
の
実
兼
は
「
生
中

一

二

一

ニ

之
慶
、
何
以
如

之
乎
」
と
感
激
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
匡
房
本
人
に
絶
学
意
識

レ

は
稀
薄
で
あ
っ
た
が
、
実
兼
の
絶
学
意
識
に
よ
り
言
談
が
筆
録
さ
れ
『
江
談
抄
』
が

成
立
し
た
と
見
る
こ
と
は
出
来
よ
う
。
実
兼
は
後
人
が
匡
房
の
言
談
を
読
み
、
師
説

を
継
ぐ
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

院
政
期
貴
族
の
学
問
伝
承
に
つ
い
て
は
従
来
、
読
書
よ
り
も
口
伝
の
意
義
が
強
調

さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
藤
原
師
実
は
延
久
四
年

、
大
極
殿
宴
会
で
の
作

（
一
〇
七
二
）

（
匡
房
『
江

法
に
つ
い
て
「
近
来
事
只
不

過

文
、
不

被

知

口
伝

也
」
と
評
し

レ

レ

レ

レ

二

一

、

、

、

、
、

、

家
次
第
』
巻
第
一
「
元
日
宴
会
」
条
、
五
九
頁

（
一
一

）
、
ま
た
藤
原
忠
実
も
保
延
三
年

二
月
八
日
、
平
時
範
が
夏
に
半
臂
を
着
し
た
こ
と
を
「
雖

嗜

日

三
七
）

レ

二

記

、
又
不

習

伝
也
。
時
人
咲
也
」
と
語
っ
た
と
い
う

。

一

レ

レ

（

中
外
抄
』
巻
上
第
二
条

『

）

、

、

、
、

し
か
し
斯
か
る
公
事
作
法
の
伝
習
は
、
決
し
て
貴
族
に
と
っ
て
学
問
の
す
べ
て
で
な
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か
っ
た
。
匡
房
は
摂
関
家
子
息
の
忠
実
に
「
関
白
摂
政

詩
作

無
益
也
。
公
事
大

ハ

テ

、
、

、
、

切
也

「
摂
政
関
白
、
必
ず
し
も
漢
才
不

候
ね
と
も
、
や
ま
と
た
ま
し
ひ
た
に

」
、

レ

、
、

倭

魂
（

中
外
抄
』

か
し
こ
く
お
は
し
ま
さ
は
、
天
下

ま
つ
り
こ
た
せ
給
な
ん
」
と
諭
し

ハ

『

賢

政

「
詩
作

「
漢
才
」
と
「
公
事

「
や
ま
と
た
ま
し
ひ
」
の

巻
下
第
二
条
、
同
第
卅
条
）
、

」

」

倭

魂

相
違
を
強
調
し
て
い
る
。

そ
し
て
公
事
と
異
な
り
漢
学
で
は
、
独
り
経
書
を
読
む
だ
け
で
も
そ
の
蘊
奥
を
知

（
寛
弘
年
間

る
こ
と
は
十
分
に
可
能
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
高
階
積
善
編
『
本
朝
麗
藻
』

巻
下
書
籍
部
第
百
二
に
は
、
一
条
帝
の
次
の
御
製
が
あ

［１
０
０
４
～
１
２
］
成
立
）

る
。

二

一

書
中
有

往
事
為以
レレ

韻情

二

一

レ

二

一

閑

就

典

墳

送

日

程

其

中

往

事

染

心

情

百

王

勝

躅

開

篇

見

万

代

聖

賢

展

巻

明

レ

レ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

二

一

二

一

学

得

遠

追

虞

帝

化

読

来

更

恥

漢

文

名

二

一

レ

二

一

多

年

稽

古

属

儒

墨

縁

底

此

時

不

泰

平

静
か
に
古
籍
に
向
か
え
ば
、
往
事
が
心
に
染
み
て
く
る
。
百
王
の
勝
躅
は
篇
を
開
け

ば
現
れ
、
万
代
の
聖
賢
は
巻
を
広
げ
れ
ば
明
ら
か
だ
、
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
往
事

や
聖
賢
を
知
る
た
め
に
は
書
を
読
む
だ
け
で
よ
い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
口

伝
が
必
要
だ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

摂
関
院
政
期
の
漢
学
で
は
、
経
史
を
読
ん
で
そ
の
古
義
往
事
を
知
る
こ
と
は
困
難

だ
と
か
、
そ
の
解
釈
を
誤
り
易
い
と
か
い
う
発
想
が
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ

承
久
年
間
［
一
二

の
よ
う
な
絶
学
意
識
の
稀
薄
は
、
院
政
末
期
の
慈
円
『
愚
管
抄

（』

に
至
っ
て
変
化
を
見
せ
る
。

一
九
～
二
二
］
成
立
）

慈
円
は
巻
第
七
の
劈
頭
で
、
人
々
の
学
ぶ
べ
き
古
典
と
し
て
十
三
経
や
三
史
、
八

代
史

『
文
選

『
白
氏
文
集

『
貞
観
政
要
』
な
ど
の
漢
籍
と
、
六
国
史
や
律
令

、

』、

』、

格
式
、
遺
誡
日
記
な
ど
の
国
書
を
挙
げ
、
も
し
道
理
を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば

カ
ナ
ラ
ズ
ソ
レ
ヲ
御
覧
ズ
ベ
シ
」
と
説
い
て
い
る

。
慈
円
に

「

（
三
一
九
～
二
一
頁
）

必

と
っ
て
も
、
道
理
と
は
一
切
経
や
経
書
史
籍
な
ど
に
明
ら
か
で
あ
り
、
本
来
こ
れ
を

読
め
ば
知
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
読
書
に
よ
る
道
理
の
共
有
は
、
す
で
に
容
易
で
な
く
な
り

つ
つ
あ
っ
た
ら
し
い
。
慈
円
が
同
書
で
道
理
の
何
た
る
か
を
縷
述
し
た
の
は
、
次
の

如
き
危
機
意
識
に
よ
っ
て
い
た
。

ス
ベ
テ
サ
ス
ガ
ニ
内
典
外
典
ノ
文
籍
ハ
、
一
切
経
ナ
ド
モ
キ
ラ
〳
〵
ト
ア
ム

、
、
、
、
、
、
、
、

メ
レ
ド
、
ヒ
ハ
ノ
ク
ル
ミ
ヲ
カ
ヽ
ヘ
、
ト
ナ
リ
ノ
タ
カ
ラ
ヲ
カ
ゾ
フ
ル
ト
申
コ

鶸

胡

桃

抱

隣

宝

数

ト
ニ
テ
学
ス
ル
人
モ
ナ
シ

〔
…
〕
物
ノ
道
理
ヲ
ワ
キ
マ
ヘ
シ
ラ
ン
事
ハ
カ
ヤ

。

、
、
、
、
、
、
、

弁

知

ウ
ニ
テ
ヤ
、
ス
コ
シ
モ
ソ
ノ
ア
ト
世
ニ
ノ
コ
ル
ベ
キ
ト
思
テ
、
コ
レ
ハ
書
ツ
ケ

少

跡

残

付

（
巻
第
七
、
三
二
〇
～
一
頁
）

侍
ナ
リ
。

内
典
外
典
は
燦
然
と
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
学
ぶ
者
は
い
な
く
な
っ
た
。
道
理
を

弁
え
知
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
記
せ
ば
少
し
く
後
世
に
残
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
書
き
付
け
た
、
と
い
う
。
斯
く
し
て
院
政
末
期
に
は
、
道
理
を
共
有
す
る
こ

と
が
容
易
で
な
く
な
り
、
遠
か
ら
ず
廃
絶
し
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
と
す
る
意
識

が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。

第
三
項

法
然
房
源
空

（
長
承
二
年
［
一

そ
し
て
慈
円
よ
り
二
十
二
年
先
ん
じ
て
生
ま
れ
た
法
然
房
源
空

は
、
慈
円
と
は
異
な
る
絶
学
意
識
を
有
し
て
い

一
三
三
］
～
建
暦
二
年
［
一
二
一
二

）］

た
。
前
々
項
で
見
た
如
く
、
経
書
を
精
読
す
れ
ば
千
載
不
伝
の
学
が
得
ら
れ
る
、
と

確
信
し
た
宋
代
漢
家
の
程
顥
は
さ
ほ
ど
著
述
せ
ず
、
弟
の
程
頤
や
門
弟
た
ち
は
聖
学

の
湮
晦
を
恐
れ
て
註
釈
や
語
録
を
作
成
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
影
響
さ
れ
た
と
は
考

え
難
い
が
、
類
似
し
た
現
象
が
院
政
期
日
本
の
源
空
に
も
見
出
し
得
る
。

院
政
期
の
仏
教
で
は
、
経
論
章
疏
の
精
読
と
と
も
に
師
匠
か
ら
の
面
授
口
訣
な
く

し
て
新
義
を
立
て
れ
ば

「
自
由
」
と
し
て
弾
指
さ
れ
た
。
し
か
し
源
空
は
、
延
暦

、

寺
で
慈
眼
房
叡
空
に
就
い
て
学
ぶ
も
そ
の
教
え
に
慊
ら
ず
、
一
切
経
を
渉
猟
し
て
五
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百
年
前
の
唐
代
善
導
『
観
無
量
寿
経
疏

に
邂
逅
し
、

』（
以
下

『
観
経
疏
』
と
略
す
）

、

専
修
念
仏
に
帰
入
す
る
と
い
う
回
心
を
遂
げ
た
。

源
空
は
師
説
に
よ
ら
ず
夢
想
に
よ
ら
ず
、
文
献
主
義
に
徹
し
た
当
時
と
し
て
は
稀

有
の
仏
僧
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
た
め
同
時
代
の
解
脱
房
貞
慶
か
ら
は

「
若

、

自

古
相
承
不

始

于
今

者
、
逢

誰
聖
哲

面
授
口
択
、
以

幾
内
証

教
誨
示
導

レ

レ

二

一

二

一

二

一

、
、
、
、

哉

と
師
資
相
承
の
不
在
を
批
判
さ
れ
る

」（

興
福
寺
奏
状
」
甲
状
第
一
条
、
三
一
二
頁
）

「

こ
と
に
も
な
っ
た
。
没
後
、
源
空
は
夢
中
で
善
導
と
対
面
し
指
授
を
得
て
い
た
、
と

い
う
伝
説
が
「
源
空
聖
人
私
日
記

な
ど
で
語
ら
れ
る
よ

」（

西
方
指
南
抄
』
巻
中
末
）

『

う
に
な
る
が
、
こ
れ
は
源
空
生
前
の
信
頼
で
き
る
史
料
に
は
全
く
見
え
ず
、
後
人
の

創
作
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い

。
(
)6

そ
し
て
源
空
の
主
著
『
選
択
本
願
念
仏
集

は
九
条

』（
以
下

『
選
択
集
』
と
略
す
）

、

兼
実
か
ら
の
懇
請
に
よ
る
も
の
で
あ
り

「
七
箇
条
制
誡
」
な
ど
は
放
埓
な
弟
子
た

、

ち
を
教
誨
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
自
ら
望
ん
で
筆
を
執
っ
た
著
作
は
決
し
て

多
く
な
い
。

源
空
が
こ
れ
ほ
ど
寡
作
で
あ
っ
た
理
由
は
、
浄
土
往
生
に
不
可
欠
な
も
の
は
三
心

す
な
わ
ち
至
誠
心
と
深
心
、
回
向
発
願
心
の
発
起
だ
と
し
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
源
空

に
と
っ
て
三
心
と
は
、
心
か
ら
弥
陀
を
信
じ
て
往
生
を
願
え
ば
、
知
識
が
な
く
と
も

誰
で
も
必
ず
発
起
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
三
心
さ
え
発
起
す
れ
ば
必
ず
四
修

の
念
仏
を
行
じ
て
往
生
を
遂
げ
ら
れ
る
た
め
、
源
空
は
誰
か
ら
も
秘
訣
を
得
な
か
っ

誰
か
に
授
け
る
べ
き
秘
訣
な
ど
な
い
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
こ

た
だ
け
で
な
く
、

（

黒
谷
上
人
語

と
は
、
最
晩
年
に
専
修
念
仏
の
要
義
を
略
説
し
た
「
一
枚
起
請
文
」
『

で
も
、

燈
録
』
和
語
巻
第
一
）

た
ゝ
往
生
極
楽
の
た
め
に
は

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
申
し
て
、
う
た
か
ひ
な

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

疑

く
「
往
生
す
る
そ
」
と
お
も
ひ
と
り
て
申
す
ほ
か
に
は
、
別
の
子
細
候
は
す
。

、
、
、
、
、
、
、

思

取

た
ゝ
し
三
心
四
修
な
ん
と
申
す
事
の
候
は
、
み
な
決
定
し
て

「
南
無
阿
弥
陀

、

仏
に
て
往
生
す
る
そ
」
と
お
も
ふ
う
ち
に
こ
も
り
候
な
り
。
こ
の
ほ
か
に
お
く

思

籠

奥

ふ
か
き
事
を
存
せ
は
、
二
尊
の
御
あ
は
れ
み
に
は
つ
れ
本
願
に
も
れ
候
へ
し
。

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

深

憐

外

漏三
二
ウ
～
三
オ
）

（

と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
後
学
は
善
導
『
観
経
疏
』
や
源
空
『
選
択
集
』
を
読
ん
で
も
必
ず
し
も

そ
の
本
義
を
理
解
で
き
ず
、
多
く
の
異
説
を
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
源
空
の
没
後
、

遺
弟
た
ち
は
勢
観
房
源
智
筆
録
「
一
期
物
語
」
や
編
者
未
詳
『
西
方
指
南
抄
』
な
ど

の
語
録
や
遺
文
集
を
作
成
し
て
い
っ
た
。
文
永
十
一
年

『
黒
谷
上
人

（
一
二
七
四
）
、

語
燈
録
』
十
五
巻

を
編
纂
し
た
源
空
門
流
の
了
慧
道
光
は
、

（
漢
語
十
巻
、
和
語
五
巻
）

そ
の
和
語
巻
第
一
に
次
の
よ
う
な
仮
名
序
を
識
し
て
い
る
。

往
生
の
解
行
を
ま
な
ふ
人
、
み
な
上
人

を
も
て
祖
師
と

〔
源
空
…
引
用
者
註
〕

学

以

す
。
こ
ゝ
に
か
の
な
か
れ
を
く
む
人
お
ほ
き
な
か
に
、
お
の
〳
〵
義
を
と
る

、
、
、
、

、

流

汲

多

各

取

事
ま
ち
〳
〵
な
り

ま
こ
と
に
金
鍮
し
り
か
た
く
、
邪
正
い
か
て
か

。〔
…
〕

、

、
、

区

々

実

知

難

わ
き
ま
ふ
へ
き
な
れ
は
、
き
く
も
の
お
ほ
く
み
な
も
と
を
わ
す
れ
て
な
か
れ
に

弁

聞

者

多

源

忘

流

し
た
か
ひ
、
あ
た
ら
し
き
を
貴
ひ
て
ふ
る
き
を
し
ら
す

『
尚
書
』
に
い
え
る

。

従

新

旧

知

事
あ
り

「
人
貴

旧
、
器
貴

新

。
予
こ
の
文
に
お
と
ろ
き
て
、
い
さ
ゝ
か

、

」

レ

レ

、

驚

聊

上
人
の
ふ
る
き
あ
と
を
た
つ
ね
て
、
や
ゝ
近
代
の
あ
た
ら
し
き
み
ち
を
す
て
ん

、
、
、

、

、

、
、

、
、
、
、
、

、
、

、

、
、

旧

跡

尋

新

道

捨

（
三
ウ
～
四
オ
）

と
お
も
ふ
。

、

、

思

門
徒
た
ち
は
各
々
義
解
を
異
に
し
て
本
源
を
忘
れ
つ
つ
あ
る
た
め
、
祖
師
源
空
の
旧

説
を
尋
ね
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
。
こ
れ
は
前
々
項
で
見
た
、
各
人
の
語
録
が
行

わ
れ
て
統
一
が
失
わ
れ
た
、
と
い
う
朱
熹
の
「
後
序

に
類
似
し
て
い
よ

」（
前
掲
）

う
。源

空
本
人
は
宋
代
の
道
学
者
と
異
な
り
、
自
分
が
不
伝
の
絶
学
を
継
い
だ
な
ど
と

誇
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
仏
教
を
外
道
だ
な
ど
と
謗
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か

し
程
顥
な
ど
と
同
じ
く
絶
学
を
継
ぎ
、
ま
た
絶
学
伝
承
を
容
易
だ
と
見
て
殆
ん
ど
著

述
し
な
か
っ
た
た
め
、
後
学
は
語
録
を
作
り
師
説
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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院政期における語録作成と絶学意識（森）
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結
語

以
上
本
稿
で
は
、
宋
代
道
学
者
に
見
ら
れ
た
絶
学
意
識
に
着
目
し
、
院
政
期
に
貴

族
や
仏
僧
の
語
録
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
考
察
し
た
。

絶
学
意
識
と
は
、
千
載
不
伝
の
絶
学
を
継
ぎ
得
る
と
い
う
楽
観
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
継
い
だ
聖
学
が
再
び
絶
え
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
悲
観
で
も
あ
る
。

そ
の
た
め
後
学
は
、
絶
学
を
継
い
だ
師
の
言
葉
を
少
し
で
も
多
く
集
め
伝
え
よ
う
と

し
た
。
た
と
え
如
何
に
正
し
く
と
も
学
問
は
絶
え
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ず
、
そ
れ
を

絶
や
す
ま
い
と
す
る
意
識
が
、
語
録
と
い
う
学
問
伝
承
の
媒
体
を
成
立
さ
せ
る
背
景

に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

経
典
に
明
ら
か
な
義
理
な
り
道
理
な
り
が
絶
え
得
る
と
い
う
絶
学
意
識
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
、
古
来
伝
承
さ
れ
て
き
た
経
典
か
ら
新
た
な
思
想
を
読
み
取
ろ
う
と
す

る
、
進
取
創
造
の
精
神
で
も
あ
る
。
以
後
の
思
想
史
で
斯
か
る
精
神
が
広
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
背
景
と
し
て
も
、
絶
学
意
識
は
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

註

本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。
引
用
に
当
た
っ
て
は
適
宜
字
体
と
句
読
を

改
め
、
訓
点
や
傍
点
、
傍
記
、
括
弧
、
頁
数
を
付
し
、
改
行
を
省
い
た
。

張
子
語
録

『
朱
子
語
類
大
全
』
…
理
学
叢
書
（
中
華
書
局

『
河
南
程
氏
遺
書

『
河
南

『

』、

）。

』、

程
氏
文
集
』
…
二
程
集
（
中
華
書
局

『
本
朝
文
粋
』
…
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文

）。

館

『
江
談
抄

『
中
外
抄
』
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店

『
江
家
次
第
』
…
神

）。

』、

）。

道
大
系
（
神
道
大
系
編
纂
会

『
本
朝
麗
藻
』
…
『
校
本
本
朝
麗
藻

（
汲
古
書
院

『
愚
管

）。

』

）。

抄
』
…
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店

「
興
福
寺
奏
状
」
…
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書

）。

店

『
黒
谷
上
人
語
燈
録

（
元
亨
版
和
語
）
…
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
（
同
朋
舎
出
版

。

）。

』

）

）
土
田
健
次
郎
「
道
学
資
料
の
独
自
性

（
序
章
第
二
節
第
二
項
、
初
出
二
〇
〇
〇

、

（

」

）

1

道
学
の
形
成

、
創
文
社
、
二
〇
〇
二
、
二
六
頁
。

『

』

）
土
田
健
次
郎
「
胡
瑗
―
―
程
頤
の
師
―
―

（
第
二
章
第
一
節
、
初
出
一
九
八
四

、

（

」

）

2

道
学
の
形
成

（
前
掲

、
一
〇
〇
頁
。

『

』

）

）
な
お
こ
の
後
序
の
後
方
で
、
朱
熹
は
二
程
の
絶
学
継
承
を
「
夫
以
、
二
先
生
倡

明
道

（

二

3
学
於
孔
孟
既
没
千
載
不
伝
之
後

、
可

謂

盛
矣
」
と
顕
彰
し
て
い
る
。

一

レ

レ
』

。

（

）
江
談
抄
研
究
会
編
『
古
本
系
江
談
抄
注
解

、
武
蔵
野
書
院
、
一
九
七
八
、
三
二
三
頁

4

レ

二

一

レ

レ

（

）
匡
房
は
実
兼
に
「
此
事
秘
事
也
。
披
露
無

由
。
匡
房
欲

隠
居

。
足
下
令

仕

、
、
、
、
、

、
、
、

、

5
朝

亦
可

預

朝
議

之
人
也
。
可

得

其
心

也
」
と
も
語
っ
て
い
る
（
巻
第
二
第
八

ハ

レ

二

一

レ

二

一

条
「
堀
河
院
崩
御
運
叶

天
度

事

。
ま
た
佐
藤
道
生
も

「
匡
房
が
自
ら
の
家
系
に
連

二

一

」）

、

な
る
人
々
を
蔑
ろ
に
し
て
ま
で
、
他
家
の
者
を
優
遇
す
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

匡
房
の
言
葉
は
額
面
通
り
に
は
受
け
取
り
に
く
い
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る

古
事
談
』
と
『
江
談
抄

、
浅
見
和
彦
編
『

古
事
談
』
を
読
み
解
く

、
笠
間
書
院
、

（「『

』」

『

』

二
〇
〇
八
、
二
五
頁

。）

』

、

（

）
夢
中
対
面
の
伝
説
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
摂
関
院
政
期
思
想
史
研
究

（
思
文
閣
出
版

6
二
〇
一
三
、
一
六
三
頁
）
参
照
。
こ
れ
は
「
一
期
物
語
」
第
一
条
（

醍
醐
本

）
に
も

『

』

見
え
る
が
、
恐
ら
く
語
録
編
者
が
「
源
空
聖
人
私
日
記
」
か
ら
転
記
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

付
記

本
稿
は
平
成
廿
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
の
助
成
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）


